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基本方針    
１ 患者さんの権利と尊厳を尊重し、患者さん中心の医療を推進します。
２ 患者さんに信頼される質の高い医療を提供します。
３  地域の中核病院として、高度専門医療、救急医療、小児・周産期医療、災害医療および感染症医療を提供します。
４  地域連携を推進し、必要とされる医療を提供することで、地域・社会へ貢献します。
５  職員の教育・研修を推進するとともに、次世代を担う医療人を育成します。
６  チーム医療を推進し、経営の健全化と明るく働きがいのある職場をめざします。

私たちは、良質で安全な医療を提供し、
地域の皆さまに親しまれ、
信頼される病院をめざします。
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日本医療機能評価機構とは、市民が
適切で質の高い医療を安心して享受
できるよう、医療機関の機能を学術
的観点から評価する第三者機関です

： 令和６年１２月２３日（月） 

 

君君津津中中央央病病院院附附属属看看護護学学校校

令令和和７７年年度度入入学学生生募募集集  
当校は公立の３年制看護専門学校です。 

豊かな感性と専門的知識、確かな技術を育み、 
少ない学費負担で看護師国家試験合格へ導きます。 

看護師国家試験合格率 ２年連続１００％達成

推 薦 入 試 
社会人・大学卒等入試 

一 般 入 試  

： 令和６年１０月１２日（土） 

詳しくはこちら⇒ 
（看護学校ホームページ） 

君の未来を、君看で創る。 

お問い合わせ 
（平日８：３０～１７：００） 
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TEL：０４３８-５３-８７６７ 
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問合せ先：君津中央病院リハビリテーション科 担当 川名 健太 TEL 0438 36 1071（代）

　

君
津
中
央
病
院
大
佐
和
分
院
は
昭
和
21
年
に
前
身

の
病
院
が
千
葉
県
富
津
市
に
開
院
、 

昭
和
45
年
に
現

在
地 

（
富
津
市
千
種
新
田
、
内
房
線
大
貫
駅
よ
り
徒

歩
10
分
）
に
移
転
後
、
54
年
間
に
わ
た
り
当
地
の
地

域
医
療
を
担
っ
て
来
ま
し
た
。
ベ
ッ
ド
数
36
床
と
ご

く
小
さ
な
病
院
で
、
君
津
中
央
病
院
（
以
下
本
院
）

に
比
べ
る
と
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
小
回
り
を
生
か
し
て
地
域
に
密
着
し

た
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
お
り
ま

す
。

　

日
本
に
お
い
て
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
叫
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
で
す
が
、
直
近
の
人
口

予
測
に
よ
る
と
君
津
医
療
圏
4
市
の
人
口
も
今
後
全

体
と
し
て
は
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
75
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
に
つ

い
て
は
2
0
5
0
年
頃
ま
で
概
ね
横
ば
い
で
推
移

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
君
津
地
域
で

必
要
な
医
療
は
ど
の
よ
う
な
物
か
を
考
え
る
上
で
大

変
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

救
急
搬
送
の
統
計
を
み
る
と
搬
送
件
数
は
全
国
的

に
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
増
加
の
主
な
原
因
は

高
齢
者
の
急
病
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
若
い
人

に
比
べ
る
と
高
齢
者
は
体
力
が
低
下
し
て
い
る
為
、

例
え
ば
風
邪
を
ひ
い
た
だ
け
で
食
事
や
水
分
が
と
れ

な
く
な
り
ひ
ど
い
脱
水
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
救
急
搬
送
さ
れ

た
方
は
、
ぐ
っ
た
り
し
て
と
て
も
家
に
帰
せ
る
状
態

で
は
無
い
の
で
す
が
検
査
を
す
る
と
病
気
と
し
て
は

重
症
で
は
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

高
齢
者
の
救
急
で
は
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
本
当

に
重
い
病
気
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
「
具

合
は
悪
い
が
病
気
は
重
く
な
い
」
人
も
多
い
の
で

す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
方
で
は
入
院
し
た
後
病
気

は
治
っ
た
の
に
、
気
力
・
体
力
が
落
ち
て
し
ま
っ
て

な
か
な
か
退
院
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
し
ば
し

ば
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
を
全
て
本
院
の
よ

う
な
大
き
な
病
院
で
収
容
し
て
し
ま
う
と
、
本
当
に

重
症
で
本
院
で
な
け
れ
ば
治
療
が
で
き
な
い
人
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

従
っ
て
、
医
療
機
関
ご
と
の
役
割
分
担
が
と
て
も
大

事
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

当
院
は
こ
れ
ま
で
小
さ
な
病
院
の
割
に
は
多
く
の

救
急
車
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
（
令
和
5
年
度
に

は
7
3
2
台
を
受
け
入
れ
ま
し
た
）
が
、
そ
の
多
く

は
高
齢
者
の
救
急
で
す
。
今
後
も
需
要
が
続
く
当
地

域
の
高
齢
者
救
急
を
担
う
と
共
に
、
心
身
に
問
題
を

抱
え
た
方
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
場
所
で
暮
す
こ

と
が
で
き
る
様
に
在
宅
医
療
を
支
え
る
診
療
も
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
に
も
書
い
た
と
お
り
当
院
の
建
物
は
築
54
年
と

極
め
て
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
受
診
さ
れ
た
皆
さ

　

9
階
西
病
棟
は
、
消
化
器
内
科
・
血
液
内
科
の
混

合
病
棟
で
す
。

　

消
化
器
内
科
は
、
食
道
・
胃
・
腸
・
胆
・
肝
・
膵

系
疾
患
の
が
ん
、
消
化
管
出
血
、
総
胆
管
結
石
、
膵

炎
な
ど
の
患
者
さ
ん
を
主
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
系
疾
患
に
対
し
て
は
、
化
学
療
法
や
放
射
線
治
療
、
そ
の
他
の
疾
患
で
は
、
胃

カ
メ
ラ
や
大
腸
カ
メ
ラ
な
ど
を
用
い
た
内
視
鏡
で
の
検
査
や
処
置
、
治
療
を
主
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

血
液
内
科
で
は
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
多
発
性
骨
髄
腫
な
ど
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
化
学
療
法
中
心
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
定
入
院
は
病
棟
全
体
で
は
50
～
60
％
程
度
で
、
緊
急
入
院
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

9
階
西
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
数
は
、
看
護
師
34
名
、
看
護
助
手
2
名
、
夜
間
専
従
看

護
助
手
1
名
、
ク
ラ
ー
ク
（
病
棟
事
務
）
1
名
で
日
々
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
新
人
看
護
師
4
名
も
配
属
と
な
り
、
先
輩
看
護
師
の
指
導
の
下
、
日
々
成

長
し
て
い
ま
す
。

　

退
院
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
て
、
患
者
さ
ん
の
入
院
中
の
A
D
L
（
日
常
生

活
動
作
）
や
家
族
状
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら
多
職
種
（
医
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
、
看
護
師
、
退
院
支
援
看
護
師
）
で
週
1

回
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
患
者
さ
ん
の
退
院
後
の
生
活
を
考
え
な
が
ら
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
入
院
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
心
が
け
て
参
り
ま
す
。

（
９
階
西
病
棟　

中
島
）

看
護
局 

９
階
西
病
棟

君
津
中
央
病
院

病
棟
の
ご
紹
介

大
佐
和
分
院

ん
に
ご
心
配
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
も
多
々
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
今
後
地
域
の
方
々
に
安
心
し
て
治

療
を
受
け
て
頂
け
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
大
佐
和
分
院　

分
院
長　

北
湯
口
）

2024年9月21日 土  13：00〜16：30
会場：君津中央病院（2階・4階）申込み不要 参加費無料

日時

ききみみフフェェスス!!2024

日 時会場：君津中央病院（ 階・４階）

主 催：君津地域リハビリテーション広域支援
センター
共 催：君津中央病院
問合せ先：君津中央病院リハビリテーション科

担当 川名 健太
（代）

参加費
無料

申込み
不要

～～いいつつままででもも元元気気にに暮暮ららしし続続けけよようう～～

日 時 年 月 日 ： ～
：

土土

「「高血圧」」テテーーママはは
地域の皆様の健康増進や疾病予防を目的に、今年度も『きみフェス!!2024』を開催いたします。4市（木更
津、君津、富津、袖ケ浦）に多いと言われる『『高高血血圧圧』』をテーマに医師や管理栄養士によるご講演や、高
血圧に関する健康チェックブースを設けます。また、恒例の体力・認知力・飲み込み力などの健康チェッ
クブースを設置し、毎年の健康チェックに役立つ健康手帳の配布も予定しています。さらに4市で行われ
ている健康増進を目的とした活動紹介や災害リハビリテーション、がんについての情報提供などの交流
の場もあります。皆様のご参加を心からお待ちしております。

～血圧に関するﾁｪｯｸ～
管理栄養士，看護師，
臨床工学技士，薬剤師，
保健所の5ブースを設置

～健康増進・疾病予防～

リハビリ専門職による
４ブースを設置

４市の健康体操や
災害ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、
がんについての情報
提供のブースを開催

地域や病院の活動を
知ることのできる場と
なっております。
ぜひお越し下さい

血圧が
気になる方必見
〈講演者〉

・松戸裕治 先生
（医師）

・若梅怜亜 先生 
（管理栄養士）

講演 健康チェック 交流の場

※詳細につきましては、裏面をご覧ください。

イベント１ イベントイベント

ホホーームムペペーージジでですす♪♪

ききみみフフェェスス!!2024

日 時会場：君津中央病院（ 階・４階）

主 催：君津地域リハビリテーション広域支援
センター
共 催：君津中央病院
問合せ先：君津中央病院リハビリテーション科

担当 川名 健太
（代）

参加費
無料

申込み
不要

～～いいつつままででもも元元気気にに暮暮ららしし続続けけよようう～～

日 時 年 月 日 ： ～
：

土土

「「高血圧」」テテーーママはは
地域の皆様の健康増進や疾病予防を目的に、今年度も『きみフェス!!2024』を開催いたします。4市（木更
津、君津、富津、袖ケ浦）に多いと言われる『『高高血血圧圧』』をテーマに医師や管理栄養士によるご講演や、高
血圧に関する健康チェックブースを設けます。また、恒例の体力・認知力・飲み込み力などの健康チェッ
クブースを設置し、毎年の健康チェックに役立つ健康手帳の配布も予定しています。さらに4市で行われ
ている健康増進を目的とした活動紹介や災害リハビリテーション、がんについての情報提供などの交流
の場もあります。皆様のご参加を心からお待ちしております。

～血圧に関するﾁｪｯｸ～
管理栄養士，看護師，
臨床工学技士，薬剤師，
保健所の5ブースを設置

～健康増進・疾病予防～

リハビリ専門職による
４ブースを設置

４市の健康体操や
災害ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、
がんについての情報
提供のブースを開催

地域や病院の活動を
知ることのできる場と
なっております。
ぜひお越し下さい

血圧が
気になる方必見
〈講演者〉

・松戸裕治 先生
（医師）

・若梅怜亜 先生 
（管理栄養士）

講演 健康チェック 交流の場

※詳細につきましては、裏面をご覧ください。

イベント１ イベントイベント
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プレゼント ☆

内容や
タイムスケジュールなど

詳細は
ホームページ へ♪
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視
能
訓
練
士
と
は
？

　

視
能
訓
練
科
は
現
在
9
名
の
「
視
能
訓
練
士
」
が
在
籍

し
て
お
り
、
眼
科
外
来
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

業
務
は
眼
科
医
の
指
示
の
も
と
【
見
る
こ
と
】
に
関
わ

る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
検
査
訓
練
を
行
い
ま
す
。
主
に
視

力
検
査
、
視
野
検
査
、
写
真
撮
影
な
ど
、
眼
に
関
わ
る
検

査
や
、
斜
視
弱
視
な
ど
の
視
機
能
の
発
達
に
問
題
の
あ
る

小
児
の
検
査
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
と
子
ど
も
の
目

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
デ

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
と
目
の
関
係
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
教
育
の
場
で
も
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
が
一
般
的
と
な
っ
て

い
て
子
ど
も
の
目
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
関
心
の

あ
る
親
御
さ
ん
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
目
に
お
け
る
影
響
は
近
視
の
発
症
進
行
、
急

性
後
天
共
同
性
内
斜
視
、
ド
ラ
イ
ア
イ
、
眼
精
疲
労
な
ど

で
す
。
近
視
は
近
く
が
見
え
て
遠
く
が
見
え
な
い
こ
と
で

す
が
、
1
日
60
分
以
上
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
を
使
用
す
る

と
近
視
の
リ
ス
ク
が
2
・
43
倍
増
え
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。子
ど
も
は
成
長
過
程
で
近
視
が
進
み
や
す
く
、

近
視
が
強
い
眼
を
【
強
度
近
視
】
と
言
い
ま
す
が
、
強
度

近
視
は
将
来
、
網
膜
剥
離
や
緑
内
障
な
ど
を
発
症
す
る
リ

ス
ク
が
高
い
た
め
近
視
の
発
症
予
防
、
進
行
抑
制
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
活
動
が
近
視
進
行
抑
制
に
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
外
で
遊
ぶ
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

急
性
後
天
共
同
性
内
斜
視
は
突
然
片
眼
の
位
置
が
内
側

に
寄
っ
て
し
ま
い
、
物
が
2
つ
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
1
日
4
時
間
以
上

長
期
に
わ
た
り
使
用
す
る
と
発
症
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
の
中
で
も
、
特
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
使
用
時
の
眼
と
の
距
離
は
20
セ
ン
チ
ほ
ど
と
短

く
、
眼
に
負
担
が
か
か
り
や
す
い
の
で
長
時
間
の
使
用
は

避
け
、
必
ず
休
憩
を
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
急
性

後
天
共
同
性
内
斜
視
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
制
限
で

治
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
手
術
等
の
治
療
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
か
ら
発
す
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
は
目

か
ら
入
る
と
体
内
リ
ズ
ム
を
崩
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

て
睡
眠
の
質
の
低
下
、
寝
つ
き
が
悪
い
な
ど
の
影
響
が
あ

り
ま
す
。

  

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
す
る
上
で
の
注
意
点 

  

①
眼
か
ら
30
セ
ン
チ
以
上
離
し
て
使
い
ま
し
ょ
う

② 

30
分
に
1
回
は
休
憩
し
遠
く
を
見
た
り
、
眼
を
閉
じ
た

り
し
て
休
み
ま
し
ょ
う

③ 

寝
る
1
時
間
前
か
ら
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
を
控
え
ま

し
ょ
う

④
学
校
や
家
庭
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
使
用
し
ま
し
ょ
う

　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
は
、
今
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
と
な
り
ま
し
た
が
、
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に

も
ル
ー
ル
を
守
り
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

（
視
能
訓
練
科　

原
口
）

マイナンバーカードを健康保険証として利用できるよう
オンライン資格確認システムを導入しています！

医
療
技
術
局 

視
能
訓
練
科

　マイナンバーカードをお持ちの方で、マイナ保険証として利用したい方は、当院 1 階再来受
付機付近、または③番保険証確認窓口に設置している『顔認証付きカードリーダー』の画面で
利用者登録をしていただくことで、マイナ保険証としての利用が可能となります。操作方法が
不明な場合は、お近くの職員にお尋ねください。
　また、マイナ保険証による保険証確認の際に、お薬情報や特定健診の閲覧に同意していただ
くと、診察時に医師がその内容をふまえて診察することが可能となり、より良い医療を受ける
ことができます。その他、医療費が高額となる方は、限度額適用認定証の情報提供に同意して
いただくことで、限度額適用認定証の申請手続きも不要となります。
　国の方針により、令和 6 年 12 月 2 日以降、健康保険証が廃止され、マイナ保険証に一本化さ
れますので、早めにマイナ保険証の利用手続きを行うことをお勧めいたします。

　

  

「
日
本
人
の
2
人
に
1
人
は
が
ん
に
か
か
る
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
始
め
て
か

ら
も
、
が
ん
の
罹
患
者
数
（
新
た
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
数
）
の
増
加
は
続
い
て
い

ま
す
。

　

が
ん
の
罹
患
者
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
が
ん
の
治
療
成
績
は
向
上
し
て

い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
要
因
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
及
び
医
療
技
術
の
進
歩
に
伴
う

早
期
が
ん
の
発
見
と
正
確
な
が
ん
診
断
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

が
ん
は
、
広
が
り
が
少
な
く
、
リ
ン
パ
節
や
遠
く
の
臓
器
に
転
移
し
て
い
な
い
状

態
で
治
療
す
る
こ
と
で
治
癒
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
い
か
に
検
診
で
早
期

が
ん
を
発
見
す
る
か
が
、
治
療
成
績
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、
発
見
さ
れ
た
が
ん
に

転
移
は
あ
る
か
、
ど
れ
く
ら
い
広
が
っ
て
い
る
か
を
正
確
に
診
断
す
る
こ
と
が
、
適

切
な
治
療
法
の
選
択
に
繋
が
り
ま
す
。

　

が
ん
と
診
断
さ
れ
、
大
き
さ
や
ど
の
程
度
の
広
が
り
か
が
検
査
で
明
ら
か
に
な
る

と
、
臨
床
上
の
ス
テ
ー
ジ
が
決
ま
り
ま
す
。
こ
の
情
報
を
も
と
に
治
療
法
が
決
ま
り

ま
す
。

　

が
ん
治
療
の
大
き
な
柱
は
手
術
治
療
、
放
射
線
治
療
、
薬
物
療
法
（
抗
が
ん
剤
治

療
）、
免
疫
療
法
の
4
つ
で
す
。
こ
れ
ら
を
が
ん
の
４
大
治
療
法
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

が
ん
に
は
、「
標
準
治
療
」
と
呼
ば
れ
る
治
療
が
あ
り
、
科
学
的
な
根
拠
（
エ
ビ

デ
ン
ス
）
に
基
づ
い
た
現
段
階
で
の
最
良
の
医
療
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
場

合
、
医
師
の
勧
め
る
治
療
法
は
、
こ
の
標
準
治
療
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

手
術
治
療
や
放
射
線
治
療
が
、
が
ん
に
対
し
て
の
局
所
的
な
治
療
で
あ
る
の
に
対

し
、
薬
物
療
法
は
、
よ
り
広
い
範
囲
に
治
療
の
効
果
が
及
ぶ
こ
と
を
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
転
移
の
あ
る
と
き
、
転
移
の
可
能
性
が
あ
る
と
き
、
転
移
を
予
防
す
る

と
き
、
血
液
・
リ
ン
パ
の
が
ん
の
よ
う
に
広
い
範
囲
に
治
療
を
行
う
必
要
の
あ
る
と

き
な
ど
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

抗
が
ん
剤
単
独
で
治
療
を
行
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
手
術
治
療
や
放
射
線
治
療
な
ど

の
ほ
か
の
治
療
と
組
み
合
わ
せ
て
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

が
ん
の
種
類
や
進
行
度
、
初
め
て
の
治
療
か
、
2
回
目
以
降
か
、
な
ど
に
よ
っ
て
、

治
療
法
の
選
択
肢
が
複
数
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
医
師
は
、
病
気
の
進
行
度
や
状

態
に
合
わ
せ
て
、
最
適
と
考
え
ら
れ
る
治
療
法
や
ほ
か
の
治
療
法
を
選
択
肢
と
し
て

提
示
し
、
説
明
し
ま
す
。

　

説
明
を
理
解
し
、
納
得
し
た
上
で
、
ど
の
治
療
法
を
選
ぶ
か
を
決
め
る
の
は
患
者

さ
ん
自
身
と
家
族
で
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
理
解
で
き
る
ま
で
医
師
に
質

問
す
る
な
ど
、
自
分
で
調
べ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

出
典

：

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
「
が
ん
に
な
っ
た
ら
手
に
と
る
ガ
イ
ド
」

 

（ 

腫
瘍
内
科　

嬉
野
）

が
ん
の
治
療
と
は

第３回

がん診療

連携拠点病院委員会

よやも 話ま
がん診療

がん相談支援センター
＊ 2 階 患者総合支援センターが窓口となります

TEL：0438-36-1071
【相談時間】8：30 ～ 17：15（土日祝祭日は除く）

お問い合わせ先
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●
就
任
の
ご
挨
拶

　

今
年
度
よ
り
、
患
者

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た

北
村
伸
哉
で
す
。
私
は

平
成
8
年
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
の
た

め
千
葉
大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
当

地
区
の
救
急
医
療
体
制
の
維
持
、
発
展
に
尽
力
し
て

参
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
公
私
と
も
に
、
こ
の
地
域

に
お
世
話
に
な
り
、
今
後
も
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お

い
て
住
民
の
方
が
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

当
院
と
し
て
何
が
で
き
る
か
考
え
、
実
践
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
思
い
が

け
ず
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
病
院
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
適
切
な
療
養

生
活
を
送
れ
ま
す
よ
う
に
、
外
来
・
入
院
・
退
院
・

転
院
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
、
総
合
的
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

紹
介
患
者
さ
ん
の
外
来
診
療
予
約
受
付
か
ら
は
じ

ま
り
、
入
院
が
必
要
と
な
ら
れ
た
際
に
は
、
多
職
種

で
連
携
し
、
専
門
性
を
活
か
し
た
関
わ
り
を
実
践
し

て
、
入
院
前
か
ら
支
援
を
開
始
し
ま
す
。
入
院
直
後

か
ら
始
ま
る
退
院
支
援
で
は
、
入
院
生
活
が
順
調
に

がん患者さんやご家族が病気の悩みや体験などを語り合うサロンを開催しています。
◎利用された方の感想です。

「診断直後に、参加しました。日常の生活ではがん治療によってできた不安を共有する場がありませんで
したが、サロンで自分と同じ立場の方々と話し、一人じゃないと思えました。」

「こころの持ち方を話し合うことができ、十人十色で勉強になりました。」

大佐和分院では各種予防接種を実施しております。今年度のインフルエンザワクチン予防接種は、10 月の開始を
予定しております。各種予防接種を希望される方は、事前にお問い合わせください。

日 時 令和 6 年 9 月 20 日（金）、10 月 18 日（金）、11 月 15 日（金）
毎月第 3 週金曜日　14 時 30 分から 16 時まで

場 所 ４階 講堂１※予約は必要ありません。費用無料です。
お問合わせ先 電話 0438-36-1071（代） 　担当：ソーシャルワーカー 保坂 まで

がんサロン開催のお知らせ

予防接種（小児・高齢者肺炎球菌、帯状疱疹、HPVなど）のお知らせ

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

進
み
、
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
が
安
心
し
て
退
院
後
の

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
多
職
種
で
協
働
し
な
が
ら
、

地
域
と
連
携
し
継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
、医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
、
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
に
生
じ
た
生
活
問
題

を
一
緒
に
考
え
、
安
心
し
て
療
養
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
当
院
が
地
域
の
中
核

病
院
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
！

　

み
な
さ
ま
、か
か
り
つ
け
医
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
で
、
日
頃
の
み
な
さ
ま

の
健
康
状
態
を
知
っ
て
も
ら
え
て
、
症
状
に
応
じ
た

専
門
家
の
紹
介
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
、
病
気
の
予

防
や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
る
、
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

令令和和６６年年６６月月１１日日改改正正
国国保保直直営営君君津津中中央央病病院院大大佐佐和和分分院院
富富津津市市千千種種新新田田771100番番地地
TTEELL：：00443399--6655--11225511

月月 火火 水水 木木 金金

医医師師名名 医医師師名名 医医師師名名 医医師師名名 医医師師名名

初初  診診 88::0000～～1111::3300 11 脳脳神神経経内内科科外外来来 神神  徳徳 神神  徳徳 神神  徳徳 寺寺  林林

再再  診診 66::0000～～1111::3300 22 村村  山山 田田  中中 三三  浦浦 田田  中中 村村  山山

55 安安  達達 村村  山山 安安  達達 安安  達達 安安  達達

66 糖糖・・内内・・代代外外来来

初初  診診 88::0000～～1111::3300

再再  診診 66::0000～～1111::3300

初初  診診

再再  診診

  予予約約ををししてていいなないい方方ににつついい
  ててはは、、人人数数制制限限あありり

【【医医師師交交代代制制】】

受受付付時時間間

診診察察時時間間

受受付付時時間間

診診察察時時間間

初初  診診 88::0000～～1111::3300

再再  診診 66::0000～～1111::3300

診診察察時時間間

初初  診診 1122::0000～～1155::0000

再再  診診 1122::0000～～1155::0000

診診察察時時間間

【【予予  約約  のの  みみ】】

人人  間間  ドド  ッッ  クク

【【予予約約ののみみ】】

大大佐佐和和分分院院　　外外来来診診療療日日

診診
察察
室室

内内    科科  ・・  小小  児児  科科

受受付付時時間間

診診察察時時間間 99::0000～～

33 北北  湯湯  口口 北北  湯湯  口口 北北  湯湯  口口

【【予予約約ののみみ】】

診診察察室室  66 糖糖・・内内・・代代外外来来

診診察察時時間間【【予予約約ののみみ】】 伊伊  賀賀 馬馬  場場

村村  山山 北北  湯湯  口口

糖糖尿尿病病・・内内分分泌泌
・・代代謝謝内内科科

受受付付時時間間
予予約約時時間間にに準準ずずるる

右右
記記
参参
照照

【【予予約約ののみみ】】

診診察察時時間間

外外　　  　　　　科科
受受付付時時間間

22 三三  浦浦

脳脳  神神  経経  内内  科科
受受付付時時間間

予予約約時時間間にに準準ずずるる 11 八八  木木  下下

診診察察時時間間 99::0000～～

整整　　形形　　外外　　科科 受受付付時時間間 1122::0000～～1155::0000
55

【【予予約約患患者者有有】】

保保  住住

  ※※注注
奥奥  山山  ・・渡渡  邊邊

再再  診診 66::0000～～1155::0000

診診察察時時間間 1144::0000～～

受受付付時時間間
初初  診診 88::0000～～1155::0000

11

診診察察時時間間 1144::0000～～

泌泌　　尿尿　　器器　　科科

午午
前前

予予約約時時間間にに準準ずずるる

泌泌
尿尿
器器
科科
外外
来来

皮皮　　膚膚　　科科

※※注注
受受付付人人数数がが多多いい場場合合、、
予予告告ななししにに受受付付時時間間よよりり早早くく
締締めめ切切るるここととががあありりまますす。。

【【予予約約ののみみ】】

若若  井井

【【予予約約ののみみ】】

片片  海海

午午
後後

【【予予約約ののみみ】】

片片  海海

99::0000～～

午午
後後

受受付付時時間間
佐佐々々木木 佐佐々々木木

眼眼                科科

午午
前前

受受付付時時間間

眼眼
科科
外外
来来

佐佐々々木木 佐佐々々木木 佐佐々々木木 佐佐々々木木 佐佐々々木木

佐佐々々木木

1133::3300～～

循循    環環    器器    内内    科科
<<  超超  音音  波波  検検  査査  >>

受受付付時時間間
予予約約時時間間にに準準ずずるる

エエ
ココ
ーー

室室

【【予予約約ののみみ】】
山山  本本  ・・  芳芳  生生
外外  池池  ・・  寺寺  林林

  兵兵  働働
【【医医師師交交代代制制】】

【【予予約約ののみみ】】

山山  倉倉診診察察時時間間

診診察察時時間間

受受付付時時間間
予予約約時時間間にに準準ずずるる

【【予予約約ののみみ】】

田田  中中

vol.1


